
■⾍籠窓⾍籠窓（むしこまど）（むしこまど）
本来は、厨子二階などで屋根裏の換気本来は、厨子二階などで屋根裏の換気
のための通風口だったものが、装飾化のための通風口だったものが、装飾化
されたものでされたものです。座敷化されていない二座敷化されていない二
階の壁面に多く見られま階の壁面に多く見られます。

　高梁は備中松山城の城下町として、また備中国の中心地として栄　高梁は備中松山城の城下町として、また備中国の中心地として栄
えました。えました。
　この地は山陰と山陽を結び、東西の主要街道も交差する要地であ　この地は山陰と山陽を結び、東西の主要街道も交差する要地であ
るため、戦国時代には激しい争奪戦が繰り広げられました。るため、戦国時代には激しい争奪戦が繰り広げられました。
　安土桃山時代、備中国は安芸の毛利氏と備前の宇喜多氏に高梁　安土桃山時代、備中国は安芸の毛利氏と備前の宇喜多氏に高梁
川を境に分割支配されていましたが、関ヶ原の戦いの後、両氏が備中川を境に分割支配されていましたが、関ヶ原の戦いの後、両氏が備中
から退き、備中国奉行として小堀氏が支配してから本格的な城下町から退き、備中国奉行として小堀氏が支配してから本格的な城下町
建設が始まります。建設が始まります。
　小堀氏により商家町の本町、新町が元和２年（1616）に建設、次の　小堀氏により商家町の本町、新町が元和２年（1616）に建設、次の
池田氏により商家町の下町、職人町の鍜冶町が元和４年（1618）に建池田氏により商家町の下町、職人町の鍜冶町が元和４年（1618）に建
設され、周辺の武家町も整備されました。設され、周辺の武家町も整備されました。
　この基盤を受け継いだ水谷氏三代の時代には、新田開発や高瀬　この基盤を受け継いだ水谷氏三代の時代には、新田開発や高瀬
舟の整備などにより経済的な発展を遂げ、寛文10年（1670）には南舟の整備などにより経済的な発展を遂げ、寛文10年（1670）には南
町、さらに貞享３年（1686）に東町ができ、「松山六ヶ町」が完成さ町、さらに貞享３年（1686）に東町ができ、「松山六ヶ町」が完成さ
れ、備中松山の城下町が成立しました。また、水谷氏は備中松山城のれ、備中松山の城下町が成立しました。また、水谷氏は備中松山城の
大修築を行い天守を完成させました。大修築を行い天守を完成させました。
　以後、この時代の町割りや地割り、町名や小路が現在まで色濃く　以後、この時代の町割りや地割り、町名や小路が現在まで色濃く
残されています。残されています。
　延享元年（1744）から幕末まで板倉家が七代にわたって治めます　延享元年（1744）から幕末まで板倉家が七代にわたって治めます
が、幕末には藩の財政が厳しくなり、板倉勝静は元締役として山田方が、幕末には藩の財政が厳しくなり、板倉勝静は元締役として山田方
谷を登用。方谷は10万両の負債を10万両の蓄財に変えたといわれ、藩谷を登用。方谷は10万両の負債を10万両の蓄財に変えたといわれ、藩
の財政を見事に立て直します。勝静は、幕府老中首座として将軍徳川の財政を見事に立て直します。勝静は、幕府老中首座として将軍徳川
慶喜を補佐して幕政に当たりました。優秀な漢学者であった方谷は明慶喜を補佐して幕政に当たりました。優秀な漢学者であった方谷は明
治以後、教育に専念し、方谷の元から治以後、教育に専念し、方谷の元から三島中洲、川田甕江など三島中洲、川田甕江など多くの多くの
人材が輩出されました。人材が輩出されました。
　明治12年（1879）ごろ、キリスト教が初めて伝わり、その後、高梁　明治12年（1879）ごろ、キリスト教が初めて伝わり、その後、高梁
基督教会が設立され高梁の近代化に大きく影響を与えました。この基督教会が設立され高梁の近代化に大きく影響を与えました。この
ころ同志社英学校を創立した新島襄の教えを受けて県内初の女学ころ同志社英学校を創立した新島襄の教えを受けて県内初の女学
校・順正女学校を創立した福西志計子や、非行少年の更生に生涯を校・順正女学校を創立した福西志計子や、非行少年の更生に生涯を
懸けた留岡幸助などが活躍しました。懸けた留岡幸助などが活躍しました。

城下町高梁の歴史
　高梁の町家の形態は、間口が狭く奥行の長い短冊形の敷地に建　高梁の町家の形態は、間口が狭く奥行の長い短冊形の敷地に建
ち、その敷地の道路側に主屋が設けられ、その背後に炊事場・風呂・ち、その敷地の道路側に主屋が設けられ、その背後に炊事場・風呂・
便所・土蔵などの付属屋が連なっていく形式です。主屋は平入りで、便所・土蔵などの付属屋が連なっていく形式です。主屋は平入りで、
特別なものを除き切妻の大屋根が掛けられています。一般的には一特別なものを除き切妻の大屋根が掛けられています。一般的には一
階前面には庇が取り付きますが、高梁の場合、庇の下に下屋を設け階前面には庇が取り付きますが、高梁の場合、庇の下に下屋を設け
ず、一階前面と二階前面が同一の通りとなります。この形式は、京都ず、一階前面と二階前面が同一の通りとなります。この形式は、京都
の町家に多く見られますが、岡山周辺では高梁のほかには同じ高梁の町家に多く見られますが、岡山周辺では高梁のほかには同じ高梁
川流域の玉島で見られるだけの珍しい形式で、これは高梁の町家の川流域の玉島で見られるだけの珍しい形式で、これは高梁の町家の
大きな特徴となっています。大きな特徴となっています。

高梁の町家の特徴

町家の細部意匠

■格⼦格⼦（こうし）（こうし）
古くは「隔子」とも書き、屋内と外界とを古くは「隔子」とも書き、屋内と外界とを
隔てると同時に結び付ける機能を持っ隔てると同時に結び付ける機能を持っ
ていまています。高梁の町家の中には平格子と高梁の町家の中には平格子と
出格子を持つ町家が多くありま出格子を持つ町家が多くあります。

■絵様持ち送り絵様持ち送り（えようもちおくり）（えようもちおくり）
柱から外に突出した部分を受ける支え柱から外に突出した部分を受ける支え
板のことで板のことです。高梁では社寺風のもの高梁では社寺風のもの
からくだけたものまで見ることができからくだけたものまで見ることができ
ます。

■なまこ壁なまこ壁（なまこかべ）（なまこかべ）
壁面の保護のための漆喰で塗り込めた壁面の保護のための漆喰で塗り込めた
もの。漆喰の塗り方によってさまざまなもの。漆喰の塗り方によってさまざまな
意匠がありま意匠があります。「松菱」「七宝」など変「松菱」「七宝」など変
化に富んだ美しい例が見られま化に富んだ美しい例が見られます。

■板暖簾板暖簾（いたのれん）（いたのれん）
庇の下に吊り下げられた帯状の板。もと庇の下に吊り下げられた帯状の板。もと
は商業を営む町家の前面がすり揚げ戸は商業を営む町家の前面がすり揚げ戸
で開放されていたころ、陽射しを防ぐ目で開放されていたころ、陽射しを防ぐ目
的で付けられたものといわれていま的で付けられたものといわれています。

■袖壁袖壁（そでかべ（そでかべ）
伝統的な町家建築では、一般的に見ら伝統的な町家建築では、一般的に見ら
れるもので、高梁でも見受けられまれるもので、高梁でも見受けられます。
袖壁の存在によって、各戸は独立性を袖壁の存在によって、各戸は独立性を
高め、二階壁面に抑揚が現れま高め、二階壁面に抑揚が現れます。

備中松山城絵図（江戸時代前期  国立公文書館内閣文庫蔵）備中松山城絵図（江戸時代前期  国立公文書館内閣文庫蔵）
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　城下町高梁では、伊賀谷川（紺屋川）以北の「城内」が家老・年寄 　城下町高梁では、伊賀谷川（紺屋川）以北の「城内」が家老・年寄
役を筆頭に上・中級の武士が居住する地域で、以南の「城外」は中・ 役を筆頭に上・中級の武士が居住する地域で、以南の「城外」は中・
下級の武士の居住した場所で、武家町は町人町を囲むように配され、 下級の武士の居住した場所で、武家町は町人町を囲むように配され、
住人の保護と治安の維持を図っていました。現在でも門構えや石垣・ 住人の保護と治安の維持を図っていました。現在でも門構えや石垣・
土塀などは数多く残っています。 土塀などは数多く残っています。
　武家屋敷は間口の大きな敷地に、前庭をとって少し下がった所に 　武家屋敷は間口の大きな敷地に、前庭をとって少し下がった所に
主屋が建ち、敷地の周囲には土塀が回り、道路に面して屋敷の入口 主屋が建ち、敷地の周囲には土塀が回り、道路に面して屋敷の入口
には長屋門・腕木門などの門構えを持っています。 には長屋門・腕木門などの門構えを持っています。
　土塀の基礎には石垣が用いられ、上部には瓦葺きの「屋根」が載せ 　土塀の基礎には石垣が用いられ、上部には瓦葺きの「屋根」が載せ
られています。長屋門は、門の両側に居室を備えたもので、通りに面 られています。長屋門は、門の両側に居室を備えたもので、通りに面
して武者窓と呼ばれる見張りのための格子窓が設けられています。 して武者窓と呼ばれる見張りのための格子窓が設けられています。
腕木門は、ほぼ一間間隔で建てられた二本の柱から腕木を出し、出 腕木門は、ほぼ一間間隔で建てられた二本の柱から腕木を出し、出
桁としてその上に屋根を載せたもので、これらの種類は家格により違 桁としてその上に屋根を載せたもので、これらの種類は家格により違
いがあったものといわれています。主屋はそのほとんどが平屋建で、 いがあったものといわれています。主屋はそのほとんどが平屋建で、
入母屋屋根の四方に下屋が葺き下ろされています。平面は、いずれ 入母屋屋根の四方に下屋が葺き下ろされています。平面は、いずれ
か一方の片側を表から奥まで通じる土間とし、反対側が居室部分と か一方の片側を表から奥まで通じる土間とし、反対側が居室部分と
なっています。 なっています。

　「備中高梁城下町散策絵図」は、城下町高梁の歴史的な町並みの魅力を多くの皆さ 　「備中高梁城下町散策絵図」は、城下町高梁の歴史的な町並みの魅力を多くの皆さ
んに知っていただくものです。 んに知っていただくものです。
　地図に掲載している個人住宅は非公開です。町並み散策には住民のプライバシーに 　地図に掲載している個人住宅は非公開です。町並み散策には住民のプライバシーに
十分に配慮していただくようお願いします。 十分に配慮していただくようお願いします。
　また、高梁の町並みは木造住宅が密集しています。歩きながらのおタバコはご遠慮い 　また、高梁の町並みは木造住宅が密集しています。歩きながらのおタバコはご遠慮い
ただきますようお願いします。 ただきますようお願いします。
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高梁の武家屋敷 備中松山城の歴代城主

●４月 ●４月第１土・日曜日 備中たかはし町家通りの雛まつり 日曜日 備中たかはし町家通りの雛まつり
●４月29日 八重籬神社祭礼 ●４月29日 八重籬神社祭礼
●６月1 ●６月15・16日 七恵比寿祭り 6日 七恵比寿祭り
●８月1 ●８月14・15・16日 備中たかはし松山踊り 6日 備中たかはし松山踊り
●10月第2日曜日 御前神社、八幡神社 秋季大祭（神輿の巡幸） 0月第2日曜日 御前神社、八幡神社 秋季大祭（神輿の巡幸）

四季の行事

備中たかはし町家通りの雛まつり 備中たかはし町家通りの雛まつり

備中たかはし松山踊り 備中たかはし松山踊り

鍛冶町蛭子神社 本祭り 鍛冶町蛭子神社 本祭り

八幡神社の神輿巡幸 八幡神社の神輿巡幸

秋庭重信 秋庭重信
　〃　信村 信村
　〃　重連 重連
　〃　重継 重継
　〃　重知 重知
高橋宗康 高橋宗康
高　師秀 高　師秀
秋庭重明 秋庭重明
　〃　頼重 頼重
　〃　頼次
　〃　元明 元明
　〃　元重
上野頼久
　〃　頼氏
庄　為資
　〃　高資 高資
三村家親 三村家親
　〃　元親 元親
庄　高資 庄　高資
三村元親 三村元親

〈備中兵乱〉 〈備中兵乱〉

毛利輝元
〈関ヶ原の戦〉 〈関ヶ原の戦〉

池田長幸
　〃　長常
水谷勝隆 水谷勝隆
　〃　勝宗 勝宗
　〃　勝美 勝美
浅野内匠 浅野内匠頭
安藤重 安藤重博
　〃　信友
石川総慶
板倉勝澄 板倉勝澄
　〃　勝武 勝武
　〃　勝従 勝従
　〃　勝政 勝政
　〃　勝晙
　〃　勝職 勝職
　〃　勝静 勝静

〈大政奉還〉 〈大政奉還〉

板倉勝弼 板倉勝弼

〈廃藩置県〉 〈廃藩置県〉
〈廃城 廃城令〉令〉

〔備中国奉行 小堀 〔備中国奉行 小堀
  正次・政一（遠州 政一（遠州）〕

毛利輝元が備中松山城 毛利輝元が備中松山城
を攻め を攻める。三村氏滅亡 三村氏滅亡

〔山田方谷が藩の 〔山田方谷が藩の
  政治改革を進める〕  政治改革を進める〕

（備中松山藩が復活 （備中松山藩が復活
  「高梁藩 「高梁藩」と改名） と改名）

御根小屋は取り壊し、 御根小屋は取り壊し、
山上の城はそのまま 山上の城はそのまま
放置される 放置される

備中松山城没収となる 備中松山城没収となる

年　代 年　代城　主 城　主家　　　　紋 家　　　　紋

秋庭氏（三つ引両） 秋庭氏（三つ引両）高橋氏（三階菱） 高橋氏（三階菱）

高氏（抱き杏葉） 高氏（抱き杏葉）秋庭氏（丸に二つ引両） 秋庭氏（丸に二つ引両）

上野氏（五三の桐） 上野氏（五三の桐）庄氏（立ち沢瀉） 庄氏（立ち沢瀉）

三村氏（丸に離れ剣方喰） 三村氏（丸に離れ剣方喰）毛利氏（長門三つ星） 毛利氏（長門三つ星）

小堀氏（花輪違） 小堀氏（花輪違）池田氏（揚羽蝶） 池田氏（揚羽蝶）

水野氏（丸に二本澤瀉） 水野氏（丸に二本澤瀉）水谷氏（三頭左巴） 水谷氏（三頭左巴）

浅野氏（丸に違い鷹の羽） 浅野氏（丸に違い鷹の羽）安藤氏（藤花輪） 安藤氏（藤花輪）

石川氏（丸に笹竜胆） 石川氏（丸に笹竜胆）板倉氏（九曜巴） 板倉氏（九曜巴）

池田氏（和蝶） 池田氏（和蝶）
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アクセス

出雲I.C斐川I.C

宍道I.C

米子I.C

蒜山I.C 三刀屋木次I.C

湯原I.C

広島I.C

西瀬戸
尾道I.C倉敷I.C

賀陽I.C

新見
I.C北房I.C

庄原
I.C

東城
I.C

津山I.C

鳥取I.C

岡山
空港

岡山
I.C中国吹田I.C

吉川JCT

落合JCT佐用JCT 北房JCT

三次東JCT

岡山JCT

倉敷JCT備前I.C

中国自動車道

鳥取
自動車道

山陽自動車道

米子自動車道
山陰自動車道

松江自動車道

岡
山
自
動
車
道

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

福岡I.C

早島I.C

児島I.C

高松西I.C

徳島I.C

南国I.C

高知I.C
伊野I.C

播
但
連
絡
道
路

舞鶴若狭
自動車道

牛窓

玉野

岡山 倉敷

高梁

高梁市

新見I.C

北房I.C

落合I.C

湯原I.C

蒜山I.C

久世I.C

院庄I.C

津山I.C

美作I.C

有漢IC

賀陽IC

岡山I.C

倉敷I.C 玉島I.C

笠岡I.C
鴨方I.C

水島I.C

児嶋I.C

山陽I.C和気I.C
備前I.C

岡山総社I.C

岡山

米子自動車道

中国自動車道

岡山自動車道

山陽自動車道

■岡山自動車道賀陽I.Cより国道484号線で約15分
■岡山自動車道有漢I.Cより国道313号線で約25分
■JR岡山駅より伯備線で備中高梁駅下車（各駅停車で約50分・特急列車で約35分）
■岡山空港から車で約50分

大洲I.C

松山I.C

今治I.C

松江
玉造I.C

大佐
S.I.C

三木
小野I.C

山陽
姫路東I.C

西宮北I.C

北房
JCT

落合
JCT

岡山
JCT
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